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円き

訟
珊

聡
入
統
制
に
件
ふ
『
割
嘗
利
得
』
の
問
題

ノド、

'口i

口

士
口

]妻

l
t
一
一
、
割
常
利
得
の
意
義

E
ィ
」
問
、
割
常
利
得
と
関
税
牧
入

二
、
割
常
利
得
の
成
立

五
、
割
常
利
得
に
関
す
る
針
策

一
、
割
前
利
得
と
燭
占
利
得

割
雷
利
得
の
意
義

『
割
首
利
得
』
(
内
G
U
[
古一

t
E
N
o
s
-
5
)
と
は
峨
入
剣
山
昌
制
を
賞
施
し
た
る
場
合
に
、
貿
易
業
者
の
得
る
所
の
特
別
利
得
(
印
O
E
2伺
2
4

】ロコ

で
あ
る
。

併
し
必
や
し
も
輸
入
割
賞
制
の
相
場
合
に
限
ら
る
L
も
の
で
は
友
く
、
輸
入
制
限
で
も
輸
入
管
理
で
も
輸
入
許
可
制
で

も
、
有
く
も
輸
入
数
量
に
針
し
て
直
接
の
制
限
を
加
へ
た
震
め
に
、
圏
内
債
格
を
幾
分
に
で
も
引
上
げ
る
結
果
を
生
じ
た
揚
合
に
は

常
に
見
る
所
の
現
象
で
あ
る
。
従
っ
て
割
営
利
得
と
い
ふ
よ
り
は
挙
る
輪
入
特
別
利
得
と
言
ふ
方
が
、

そ
の
買
に
近
い
名
で
は
る
る

が
、
併
し
今
日
一
般
に
は
同

S
Zロ
沼
口
元
σ
三
E
と
言
ふ
名
を
以
っ
て
知
ら
れ
、
ま
た
此
の
一
名
に
沿
い
て
墜
界
に
種
々
の
問
題
を
起

輸
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

第
四
十
回
答

七

第
六
説



験
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
P
問
題

T¥. 

第
四
十
四
巻

第
六
銃

回

し
つ
L

あ
る
か
ら
、
認
で
も
姑
ら
く
之
に
従
ふ
と
と
L
す
る
。

さ
て
何
等
か
の
方
法
に
よ
っ
て
輸
入
数
量
を
直
接
に
制
限
し
た
る
揚
合
に
は
、
す
で
に
他
の
機
舎
に
詳
論
し
た
る
如
く
、
少
く
と

も
そ
の
一
時
的
影
響
と
し
て
は
勿
論
、
永
緒
的
左
る
均
衡
欣
態
に
沿
い
て
も
、
今
日
の
如
き
関
内
粧
品
川
機
構
を
前
提
寸
る
限
り
、
多

少
の
程
度
に
常
設
商
品
の
一
岡
山
、
絡
を
際
安
せ
し
む
る
傾
向
あ
る
と
と
は
、
之
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
泣
い
。
こ
の
揚
ム
口
に
先
づ
最
初

久
、
I
J

ク

に
問
内
に
沿
い
て
営
絞
商
品
の
手
持
口
聞
を
所
有
し
た
者
は
、
右
の
値
上
り
に
よ
っ
て
特
別
刺
得
を
得
る
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
た
い
。

併
し
乍
ら
断
ぐ
の
如
出
口
千
特
輸
入
品
の
位
と
り
に
よ
る
特
別
利
得
は
、
勿
論
一
種
の
不
持
利
得
で
あ
る
と
一
一
一
一
ロ
ふ
意
味
に
た
い
て
は
ー

全
く
問
題
と
た
ら
左
い
わ
け
で
は
泣
い
が
、
併
し
之
は
極
め
て
一
時
的
例
外
的
の
利
得
で
る
っ
て
、

こ
L

に
一
百
ふ
削
削
4
7

由
利
畑
町
は
此
の

種
の
利
得
を
意
味
し
た
い
。
割
営
利
得
は
少
く
、
と
も
図
内
債
格
の
騰
貴
す
る
限
り
は
、
永
績
的
に
輸
入
業
者
の
利
得
し
う
る
と
考
へ

ら
れ
る
利
得
で
あ
る
。

ま
た
割
償
別
得
が
特
別
利
得
と
し
て
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
普
通
の
貿
易
利
潤
以
上
の
超
過
利
得
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
皆
利
企
業
を
認
む
る
今
日
の
一
枇
舎
に
沿
い
て
、
貿
易
業
者
が
普
通
の
商
業
者
と
し
て
、
商
品
慣
絡
の
場
所
的
相
建
を
利
用
し

て
替
利
す
る
と
と
は
、
何
ら
特
殊
の
問
題
と
た
る
べ
き
筈
は
な
い
。
然
る
に
謂
は
ゆ
る
割
営
利
得
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
従

来
の
自
由
貿
易
ま
た
は
闘
税
制
度
の
下
に
沿
い
て
得
ら
れ
た
普
通
の
貿
易
利
潤
以
上
に
、
特
別
に
得
ら
れ
る
所
の
一
超
過
利
得
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
る
。
而
か
も
そ
れ
は
何
ら
貿
易
業
者
の
特
別
の
努
力
ま
た
は
持
費
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
全
く
岡
家

が
立
法
的
・
行
政
的
に
輸
入
数
量
を
制
限
し
た
結
旧
市
と
し
て
生
じ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
と
a
A

に
種
々
の
問
題
を
提
起
す
る
に
至
る
は

常
然
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
割
営
利
得
は
普
通
の
貿
易
利
潤
1

1
印
ち
自
由
貿
易
ま
た
は
関
税
制
度
の
下
に
得
ら
れ
る
貿
易
利
潤
|
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を
超
過
し
て
、
そ
れ
以
上
に
得
ら
れ
る
所
の
特
別
利
得
で
あ
る
。

従
っ
て
矧
首
利
得
の
問
題
は
、
最
近
の
輪
入
統
制
ナ
た
は
ち
輸
入
の
数
一
量
的
制
限
陀
関
聯
し
て
、
始
め
て
問
題
と
友
っ
た
も
の
で

あ
る
。
従
来
の
自
由
貿
易
ま
た
は
闘
税
制
皮
の
下
に
沿
い
て
は
、
た
と
ひ
共
の
貿
易
利
得
が
如
何
に
巨
大
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
全
く
偶
然
の
結
川
別
で
あ
る
か
、
ま
た
は
商
人
の
努
力
の
結
果
で
あ
っ
て
、
何
ら
特
別
利
得
の
性
質
を
有
し
な
い
。
従
つ

て
そ
こ
に
は
初
治
利
得
の
問
題
は
超
り
得
友
い
。
そ
れ
政
に
制
官
利
得
は
向
車
友
る
長
的
の
問
題
以
上
に
、
質
的
の
要
素
が
多
分
に
含

ま
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
訓
営
利
作
の
概
念
に
は
、
哲
治
利
得
を
超
過
す
る
と
い
ふ
宜
的
嬰
素
と
共
に
、
そ
の
成
立
の
根
掠
を
具
に
す
る

と
い
ふ
質
的
安
来
を
必
市
対
と
す
る
と
巴
へ
ら
れ
る
。
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日
ポ
刊
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ヨ
一
一
文
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Z
P
L
h
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〈

j
z
e
v
A
H
H
d
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草
ノ
7
7
n
H
l
f
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d
l

ノ421
生

F
l

ー
コ
士
〉
r
J
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v
j
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己
置
す
司
一
1

1
-
J
-
4
U
5
A士一
r
1
C
1
よ

p
u
p
-
J
1
4小
a

を
勝
武
せ
し
む
る
こ
と
最
も
著
し
か
っ
た

γ
イ
ツ
に
た
い
て
、
最
も
問
題
と
さ
れ
て
来
た
と
と
は
常
然
で
あ
る
。
す
で
に
他
の
機
舎

に
論
ぜ
る
如
〈
、
従
来
の
輸
入
制
常
制
は
主
と
し
て
消
極
的
な
恐
慌
針
策
と
し
て
賞
施
さ
れ
、
従
っ
て
閣
内
債
格
の
維
持
全
た
は
引

上
げ
を
目
的
の
一
っ
と
し
た
も
の
で
は
る
る
が
、
併
し
恐
慌
時
代
の
世
界
市
場
債
権
は
暴
落
し
つ
k
あ
っ
た
か
ら
、
輪
入
制
限
も
杭

械
的
に
闘
内
債
循
を
引
上
げ
る
力
は
現
寅
に
は
比
較
的
に
弱
か
っ
た
。
然
る
に
町
外
恐
慌
の
絞
和
せ
ら
れ
た
後
の
最
近
の
輪
入
統
制

は
、
寧
ろ
謂
は
ゆ
る
準
戦
慌
制
の
披
充
と
い
ふ
積
極
的
の
目
的
の
矯
め
に
賓
施
さ
れ
る
と
と
L
左
っ
た
。

と
れ
は
恐
慌
針
策
の
ー
場
合

曹
と
は
異
り
、
必
十
し
も
闘
内
使
絡
の
却
持
ま
た
は
引
上
げ
を
期
待
せ
十
、
お
よ
っ
そ
の
反
封
の
傾
向
を
有
ず
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併

し
準
戦
開
制
時
代
の
位
界
市
場
開
国
格
は
、
恐
慌
時
代
と
は
反
到
に
勝
賞
傾
向
を
示
し
つ

L
あ
る
か
ら
一
、
そ
こ
で
愉
入
統
制
の
下
に
あ

る
閣
内
債
絡
は
、
現
賓
に
は
著
し
く
騰
貴
傾
向
を
採
る
こ
と
L
友
る
。
今
日
は
ほ
ピ
此
の
後
の
時
代
に
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が

輪
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

係
四
十
四
巻

}u 

5
5
z
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輸
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
引
利
得
』
の
問
題

第
四
十
四
巻

四
O 

第
六
競

ーノ、

後
に
漣
ぶ
る
が
如
く
園
内
債
格
が
騰
貴
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
制
営
利
得
は
ま
す
/
¥
増
大
す
る
か
ら
、
之
に
闘
す
る
問
題
は
今
後
に

於
て
ま
す
/
¥
重
要
性
を
も
つ
で
あ
ら
う
。

吾
闘
の
貿
易
統
制
は
従
来
は
主
と
し
て
輸
出
統
制
を
中
心
と
し
た
か
ら
、
刻
山
一
品
利
得
に
闘
す
る
問
題
は
、
今
日
ま
で
ま
だ
殆
ん
ど

現
賓
の
問
題
と
は
な
っ
て
ゐ
な
い
。
然
る
に
苦
闘
も
ま
た
、
世
界
資
本
主
義
の
必
然
性
か
ら
は
免
れ
得
守
、
各
閣
と
閉
じ
く
準
戟
健

制
を
披
充
す
る
に
五
ら
ば
、

そ
の
必
然
の
結
某
と
し
て
輸
入
統
制
ま
た
は
輸
入
管
理
の
方
法
に
よ
っ
で
、
輸
入
の
数
量
的
制
限
を
賓

施
す
る
に
五
る
ぺ
〈

壮
一
件
ヒ
μ
場
内
治
り
亮
伏
亡
な

ρ

亡
、
調
一
拘
』
可
申
背

!

こ

i
日

lffl
〈

3
l
y
i
d
-
u
r
t
l
i
j叶

閣
け
粍
凶
の
一
悦
格
機
同
怖
を
そ
の
主
t
A

に
放
任
ず
る
限
り
は
、

の
騰
貨
は
必
然
に
起
る
で
あ
ら
う
。
剖
ち
五
日
闘
も
ま
た
ド
イ
ツ
に
於
け
る
と
同
ピ
く
、
輸
入
統
制
の
下
に
ゐ
け
る
国
内
伯
仲
骨
の
勝
賞

を
売
れ
な
い
勢
に
あ
る
。
然
ら
は
削
営
利
得
の
問
題
も
ま
た
必
然
に
五
口
問
凶
に
会
け
る
現
賓
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
此
の
問
題
は
、
た
Y

に
抽
象
的
・
理
論
的
に
興
味
あ
る
問
題
を
提
供
ナ
る
の
み
た
ら
や
、
ま
た
現
賓
に
解
決
を
要
ナ
る
五
口

岡
営
闘
の
問
題
と
も
た
り
れ
J
L
る
る
。

割
嘗
利
得
の
成
立

然
ら
ば
謂
ふ
所
の
割
常
利
符
は
如
何
に
し
で
、
ま
た
如
何
な
る
僚
件
に
た
い
て
成
立
し
う
る
も
の
か
、

い
ま
問
題
を
簡
単
に
す
る

た
め
、
姑
ら
く
聞
役
を
捨
象
し
て
、
た
ピ
輸
入
制
限
の
み
の
行
は
る
L
揚
合
、
印
ち
自
由
貿
易
か
ら
直
ち
に
輪
入
制
営
制
に
移
る
も

の
と
す
る
。
現
寅
に
は
自
由
貿
易
か
ら
関
税
制
度
に
移
り
、
突
に
関
税
制
度
を
そ
の
ま
L

に
し
て
、
共
上
に
更
に
輸
入
剣
山
一
品
制
の
加

は
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
賓
際
に
行
は
れ
る
の
は
、
『
闘
殺
と
併
存
す
る
脈
入
割
賞
制
]
(
U
S
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E
=
E
E
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z
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で
あ
る
が
、
之
に
就
で
は
後
に
考
察
す
る
こ
と
込
す
る
。

今
一
つ
の
偲
定
は
、
問
題
を
個
点
の
商
品
に
沿
け
る
永
続
的
の
均
衡
欣
態
す
左
は
ち
部
分
均
衡
の
問
題
と
し
て
先
づ
考
察
す
る
。

と
れ
支
た
現
賓
に
ゐ
い
て
は
、
輸
入
剣
山
V
M
制
の
貫
施
せ
ら
る
a
A

と
共
に
一
時
的
友
る
種
々
の
動
揮
が
、
内
外
債
絡
の
上
に
現
は
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
走
ら
現
賓
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
と
と
L
し
、
法
で
は
姑
ら
く
斯
か
る
一
時
的
の
動
揺
が
結
局
に
ゐ

い
て
落
ち
つ
く
所
に
な
け
る
問
題
と
し
て
考
察
す
る
。

先
づ
第
一
日
仏
、
別
営
利
得
の
成
立
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
輸
入
剣
山
品
制
ま
た
は
輸
入
制
限
の
た
め
に
、
問
削
向
日
依
絡
の
騰
貴
す
る
C

と
を
必
一
要
と
す
る
。
む
ろ
ん
貿
易
の
行
は
れ
る
矯
め
に
は
、
内
外
債
怖
の
相
違
が
貿
易
突
川
以
上
に
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
む
か
ら
、

E

む
〈

ι
J
J
F
t
I
J
M
L
I
?〉
z
n
「
一
》
、

ZLYい
れ

い

E
H
E
f
Z
1
必企
E
〆

hv
年

岡
山
角
川
悦
併
は
外
川
凶
例
格
ま
た
は
川
町
内
市
場
川
口
栴
H
比
し
、
」
減
税
肢
の
向
付
「
似
た
以
ば
均
ら

ぬ
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
る
に
輸
入
の
数
量
的
制
限
を
行
ふ
時
は
、

こ
の
相
違
以
上
の
相
遣
が
、
内
外
債
格
の
上
に
現
は
れ

る
こ
と
込
な
る
。
こ
の
偵
格
差
は
必
や
し
も
現
寅
に
凶
内
何
以
後
を
そ
れ
だ
け
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
や
る
と
は
限
ら
た
い
。
他

の
事
情
に
し
て
鑓
化
な
け
れ
ば
、
ま
た
部
分
的
均
衡
の
欣
態
に
ゐ
い
て
は
、

一
学
は
凶
内
悦
絡
の
値
上
り
に
よ
り
、
他
の
一
宇
は
外

園
債
格
の
値
下
り
に
よ
り
て
生
や
る
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
故
か
と
一
一
同
ふ
に
、

一
凶
が
品
川
入
の
数
量
を
制
限
し
た
矯
め
に
、

輸
入
国
で
は
供
給
減
退
と
な
っ
て
債
格
を
引
上
げ
、
輸
出
闘
で
は
需
妥
減
退
と
な
っ
て
仮
格
を
引
下
げ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
る

る
。
或
は
ま
た
他
の
事
情
の
時
鈍
化
す
る
揚
合
に
は
、
外
凶
偵
格
は
も
と
の
ま
a
A

に
留
ま
っ
て
全
く
愛
化
た
く
、
園
内
偵
格
の
み
が
債

格
差
の
全
部
を
引
上
げ
る
乙
左
あ
る
べ
く
、
反
針
に
ま
た
岡
内
債
格
は
従
来
の
ま
h
h
k
出
変
化
及
〈
、
外
岡
債
格
の
み
債
格
差
だ
け
値

下
り
を
来
す
こ
と
も
る
る
で
あ
ら
う
c

何
れ
に
せ
よ
そ
の
原
凶
の
如
何
に
閥
せ
歩
、
内
外
債
格
の
相
違
が
新
た
に
生
や
る
揚
合
に
は

轍
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
日
利
得
』
の
問
題

第
四
十
四
谷

凹

第
六
競

--li 



輸
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

川、

第
四
十
阿
径

閥

第
六
挽

そ
こ
に
は
必
然
に
割
常
利
得
が
成
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。

第
二
に
、
剣
山
一
品
利
得
の
量
的
成
立
は
、

一
定
の
商
品
単
位
の
債
格
差
に
、

そ
の
商
品
の
輸
入
数
量
を
乗
じ
た
も
の
に
依
存
す
る
。

之
に
よ
っ
て
各
商
品
に
閲
す
る
制
岱
利
作
が
別
々
に
成
立
し
、
そ
の
線
計
さ
れ
た
も
の
が
全
世
の
制
営
利
得
を
構
成
す
る
。
そ
れ
故

に
割
首
利
制
作
の
大
さ
は
、
第
一
に
内
外
伯
仲
怖
差
の
大
小
に
比
例
し
、
第
一
一
に
品
川
該
商
品
の
輸
入
数
量
に
比
例
す
る
。
而
し
て
他
の
事

情
に
し
て
同
」
た
ら
ば
、
内
外
依
怖
去
の
犬
小
と
い
脚
入
数
量
と
は
反
比
例
す
る
の
嗣
係
に
あ
り
、
輸
入
数
量
の
最
大
た
る
判
明
A
A

口d
9

・た

は
ち
白
巾
貿
易
と
同
じ
く
全
く
制
限
を
加
へ
ざ
る
場
合
に
は
、
特
別
の
値
格
差
は
全
く
存
在
し
た
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

第
三
に
、
割
営
利
得
の
成
立
に
は
、
斯
く
の
如
く
そ
れ
ん
¥
の
園
内
経
消
に
沿
け
る
偵
格
機
椛
が
前
州
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
郎
ち
圏
内

に
た
い
て
は
輪
入
数
量
の
減
退
の
た
め
に
圏
内
債
格
は
上
り
、
外
凶
に
語
い
て
は
輸
出
数
量
の
減
退
の
た
め
に
債
格
は

F
り
、
そ
こ

に
雨
者
の
償
格
差
を
生
ゃ
る
か
ら
制
蛍
利
得
は
成
立
す
る
。
そ
れ
故
に
今
も
し
何
れ
か
の
園
内
経
枠
に
む
け
る
慣
絡
機
構
が
解
消
ま

た
は
改
崎
製
さ
れ
て
、
数
量
の
縫
動
に
封
臆
す
る
債
格
の
鑓
動
を
怒
き
沿
こ
さ
し
め
友
い
と
す
れ
ば
、
剣
山
口
同
利
得
は
成
立
し
な
い
か
、

ま
た
は
著
し
く
歪
曲
さ
れ
る
。
例
へ
ば
聡
入
園
の
図
内
経
済
に
・
沿
い
て
、
輸
入
統
制
に
問
…
臆
す
る
統
制
経
湾
を
行
ひ
、
債
格
と
数
量

と
の
関
係
を
切
り
離
し
て
、
関
内
偵
格
の
抑
制
政
策
を
採
る
か
、
ま
た
は
輸
出
闘
に
お
い
て
同
様
の
庖
躍
を
採
っ
て
、
債
格
引
上
げ

政
策
を
採
る
揚
合
に
は
、
輸
入
数
量
の
制
限
に
封
臆
す
る
で
け
の
債
格
差
は
賞
現
せ
や
、
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
割
蛍
利
得
は
全
く

成
立
し
・
た
い
か
、
ま
た
は
著
し
く
減
退
す
る
で
あ
ら
う
。
と
れ
は
後
に
剣
営
利
得
に
閲
す
る
針
策
を
研
究
す
る
揚
合
に
問
題
と
友
る

黙
で
あ
る
。

い
ま
出
血
『
口
昭
氏
に
従
っ
て
割
営
利
得
の
成
立
に
闘
す
る
シ
ェ
ー
マ
を
次
に
掲
げ
る
。

拙稿、検入制限正閣内物f賀正の闘係(本誌前月競)
拙著、貿易統制の研究(第一巻) p. '79目

K.H且fner，a. a. O. S. 193. 
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1) 

↓
雨
岡
市
叫
立
の
場
合
、

P
Qは
そ
れ
件
¥
の
凶
内
債
格
を
示
し
貿

易
数
量
は
な
い
。

コ
自
由
貿
易
の
揚
合
、
雨
闘
の
債
格
は
平
均
し
て
R
と
た
り
、
山
叩

入
数
日
亙

ωは
輸
出
獄
量
四
と
一
致
す
る
。
機
入
閣
の
債
格
は
貿

易

需
00' 

相

す
る

け
白l
u、

一
引
脈
入
闘
が
恥
入
数
量
を

m
k制
限
す
る
時
は
町

(

(

 

輪
山
戸
動
FAg-も凹

N A 

教量←一一
Y 

と
な
り
、
輸
入
国
の
債
絡
は
S
、
輸
出
凶
の
債
格
は
T
と
-
た
り

ロ
だ
け
の
内
外
岡
山
絡
差
を
生
や
る
。

〔問)

削
山
品
利
仰
は
と
の
灯
に
輸
入
数
量

ωを
乗
じ
た
る
も
の
印
ち

正
方
形

r
y
v
u
ア
と
友
る
。

第
四
に
、
最
初
の
協
定
の
一
つ
に
立
ち
か
へ
り
て
、
轍
入
相
一
品

制
が
関
税
と
併
弁
ず
る
現
賓
の
揚
合
に
は
、
創
設
利
得
の
成
立
は

如
何
に
歪
曲
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
、
関
税
と
園
内
債
格
と
の
闘
係
に
就
て
は
、
議
に
詳
論
の
必
要
も
・
な
い
が
、
闘
税
が
全
部
内
陣
さ

輸
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
営
利
得
』
O
問
題

第
四
十
四
巻

四

第
六
強

大A



聡
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

四
回

第
六
就

第
四
十
四
巻

四

O 

れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
だ
け
圏
内
債
格
は
騰
賞
す
ぺ
く
、
全
部
外
縛
さ
れ
る
揚
合
に
は
圏
内
債
格
は
従
来
と
同
様
で
は
る
る
が
外
因

債
絡
は
そ
れ
丈
け
引
下
げ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
何
れ
の
揚
合
で
も
、
内
外
の
俄
格
去
は
闘
税
と
同
じ
だ
け
存
在
す
る
。
従
っ
て
関
税

だ
け
に
就
て
は
、
恰
か
も
前
掲
の
刷
表
が
そ
の
ま
L

に
適
用
さ
れ
る
。
即
ち
債
格
差
を
現
は
す
S
T
は
、
同
時
に
闘
税
の
高
さ
を
一
不

す
こ
と
L
な
り
、

と
れ
が
党
づ
先
決
せ
ら
れ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て

U
Y
の
数
量
減
退
を
今
一
や
る
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
斯
か
る
閥

殺
の
上
に
、
更
に
輸
入
数
査
を
制
限
し
た
と
す
れ
ば
、

乙
の
揚
ム
ロ
の
炉
、
格
差
は
雨
者
の
合
計
K
相
営
ず
る
と
者
へ
ね
ば
た
ら
ね
。
勿

論
こ
の
例
制
絡
涯
の
生
や
る
照
閃
ま
た
は
過
程
は
、
同
省
と
も
に
内
外
い
づ
れ
の
側
か
ら
も
来
り
う
る

b

け
れ
ど
も
何
れ
の
原
因
た
る

を
問
は
や
、
そ
と
に
は
関
税
よ
り
来
る
畑
山
格
差
と
、
数
量
制
限
よ
り
来
る
債
格
差
と
の
合
計
が
現
は
れ
ね
ば
な
ら
む
。
従
っ
て
と
の

揚
合
の
割
首
利
得
は
、
少
く
と
も
前
掲
の
国
表
に
現
は
れ
る
表
面
上
で
は
、
関
税
に
閲
す
る
債
格
差
の
分
だ
け
は
、
増
大
し
た
る
形

を
採
る
こ
と
L
A

な
る
。
け
れ
ど
も
勿
論
こ
の
全
部
が
割
首
利
得
と
し
て
貿
易
商
人
の
手
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
の
関
税
に

闘
す
る
部
分
だ
け
は
、
関
税
牧
入
と
し
て
図
庫
に
牧
納
せ
ら
れ
、

そ
の
残
徐
の
部
分
ず
泣
は
ち
純
粋
に
数
量
制
限
よ
り
来
る
債
格
差

に
蔚
属
す
る
部
分
の
み
が
、
割
常
利
得
と
し
て
輸
入
業
者
の
手
に
節
す
る
わ
け
で
る
る
。
従
っ
て
現
論
的
に
は
前
の
場
合
と
何
ら
本

質
的
に
異
な
る
も
の
で
な
い
。

最
後
に
‘
他
の
一
つ
の
仮
定
す
友
は
ち
部
分
均
衡
迎
論
か
ら
現
貫
過
程
に
近
づ
い
て
、

一
時
的
・
過
渡
的
の
問
題
と
し
て
考
ふ
る

揚
合
K
は
、
割
首
利
得
は
如
何
な
る
嬰
化
を
う
け
る
か
、
ま
づ
一
園
が
輸
入
制
限
を
賓
施
し
た
る
首
初
に
は
、
忽
ち
に
し
て
そ
れ
だ

け
圏
内
供
給
の
不
足
を
来
し
、
経
済
的
根
擦
に
沿
い
て
園
内
債
格
の
騰
貴
を
惹
き
む
こ
す
と
共
に
、
更
に
こ
れ
が
原
因
と
及
っ
て
心

迎
的
根
擦
に
よ
る
勝
賞
を
惹
き
ゐ
ζ

す
と
と
主
た
る
。
と
の
債
格
騰
交
の
程
度
は
、
前
者
の
経
済
的
根
擦
に
闘
し
て
は
、
供
給
減
退

K. Hafner， 3. 3. O. S. '99・4) 



窓
-
K
依
存
し
、

と
れ
は
ま
た
園
内
生
産
に
釣
す
る
平
常
総
入
率
と
総
入
制
限
率
と
の
相
乗
積
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
後

者
の
心
理
的
税
嫁
は
主
E
F
一
し
て
そ
の
時
の
経
済
欣
態
と
と
に
景
気
費
動
の
段
階
如
何
に
依
存
す
る
。
例
へ
ぽ
世
界
恐
慌
時
代
に
お
け

る
と
準
戟
穂
制
時
代
に
訟
け
る
と
に
よ
り
、

そ
の
心
理
的
影
響
ま
た
は
忠
惑
買
買
の
程
度
比
著
し
き
相
逮
を
見
る
で
あ
ら
う
。

他
方
に
ま
た
現
資
過
程
に
沿
け
る
外
倒
慣
絡
ま
た
は
世
界
市
場
前
、
格
の
下
落
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
閥
の
檎
入
制
限
に
よ
る

防
旧
作
市
場
の
需
要
減
退
ま
た
は
供
給
過
刺
を
考
へ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

た
日
此
の
場
合
に
は
人
上
需
妥
に
封
ず
る
需
要
減
退
率
は
、
園

内
の
場
合
に
北
し
活
か
に
低
い
か
ら
、
川
川
怖
下
落
の
程
皮
も
ま
た
奪
回
つ
一
般
的
に
は
転
微
で
あ
る
と
考
へ
ね
ば
た
ら
お
。
併
し
他
の

事
情
に
し
て
健
化
な
き
限
り
町
出
作
目
併
の
騰
批
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
閥
内
的
怖
の
騰
況
と
外
岡
悦
俗
の
下
落
に
作
ふ
債
格
差

)
パ
肝
H

ト、士、
'Jリ

t-
ヘ，
j
r
J
J
ヨ
刀

T
:
ヒ
/
}
:
り
、
，
z

hv
士

フ

』

沿

H
k
r
f
刊
σ
ι
h
L
E
K
E
-
o
i
tプ
て
ま
『
折
、
古

F

リ
17
リ
H
マ
・
も
ま
b
h
t

工
わ
た

2
5
2
2主
t
武
k
f
z」
-z
ミ
ユ
Z
E

J1Jf「
当
市
公

;

7

・J
4
1
!
t
y円
相

d

c

U

A

〆・
4
K
1

ら
ね
。
た
日
此
の
欣
態
は
何
時
ま
で
も
繕
綾
し
う
る
わ
け
で
は
た
い
。
弐
い
で
現
は
れ
る
所
の
園
内
生
産
の
増
加
と
外
闘
生
産
の
減

退
程
度
如
何
に
よ
っ
て
は
、
却
っ
て
前
法
の
均
術
欣
態
よ
り
も
少
き
剖
営
利
得
と
な
る
と
と
も
あ
り
得
る
。
た
ピ
少
く
と
も
営
初
の

現
賓
過
程
に
な
い
て
は
、
そ
の
増
大
を
考
へ
ね
ば
友
ら
ね
。

割
嘗
制
得
と
濁
占
利
得

輸
入
制
首
制
は
一
種
の
調
占
欣
態
を
成
立
せ
し
め
る
と
の
設
に
従
へ
ば
、
剣
山
一
日
利
得
は
一
種
の
濁
占
利
得
、
ど
言
へ
る
様
で
あ
る
。

こ
の
設
は
川
市
し
て
正
し
い
か
ど
う
か
、
之
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、
先
づ
輸
入
対
静
岡
制
ま
た
は
輸
入
制
限
は
、
果
し
て
濁
占
を
意
味

す
る
か
ど
う
か
、
限
り
に
然
り
と
せ
ば
如
何
な
る
意
味
に
会
け
る
濁
占
を
意
味
す
る
か
に
つ
き
考
察
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
む
ろ
ん
謂
ふ

輪
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

第
四
十
四
巻

四

一
二
四
五

第
六
競

Kontingente， S. 11-12. 

拙稿、職入制限と囲内物償との聞係〈本誌前月競)
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韓
入
統
制
に
伴
ム
『
割
官
利
得
』
0

問
題

第
四
十
四
巻

一
二
四
六

第
六
抗

四

所
の
獅
占
と
は
何
か
に
上
っ
て
議
論
は
岐
れ
る
。

と
L
A

で
は
供
給
総
量
を
意
思
的
に
統
制
し
て
商
品
債
格
を
左
右
し
、
之
に
よ
っ
て

特
殊
利
得
を
獲
得
し
う
る
欣
態
を
凋
占
止
呼
ん
で
お
く
。
総
入
割
官
制
に
も
ま
た
種
々
の
程
度
と
内
容
の
相
遣
を
売
れ
左
い
が
、

L
で
は
最
も
多
く
の
揚
合
に
見
ら
る
L
所
の
輸
入
総
量
の
限
定
と
、
そ
れ
の
各
品
川
出
園
へ
の
剣
山
品
と
、
圏
内
輸
入
商
へ
の
剣
山
品
と
の

行
は
る
ミ
揚
合
を
意
味
す
る
。

輸
入
剣
山
市
制
は
濁
占
左
窓
味
す
る
と
な
す
事
者
は
少
〈
な
い
。
例
へ
ば

同
-
ニ
ヨ
プ
コ
司
教
授
は
一
七
日
ふ
、
『
総
入
剤
治
制
は
そ
の
結
山
市

-m

〉、".、

K
Z
V
T
 
在
る
崎
山
ど
愉
入
小
山
一
川
止
と
は
司
じ
で
仕
い
が
、

併
し
何
ら
叫
貨
の
鋭
!
?
&
志
味
し
た
い
。

I<l¥i 
|予]

市
場

J， 
Jー

し
て

|吋
地
] 

業
の
た
め
に
留
保
さ
れ
る
。

輸
入
制
官
制
は
一
の
狗
出
を
意
味
し
、

園
内
供
給
の
限
界
ま
で
債
格
の
騰
此
ず
る
こ
と
を
許
ナ
も
の
で

あ
る
』
と
。
可
。
『
2
・
教
授
も
ま
た
同
様
に
猟
占
一
お
を
主
張
す
る
が
、
併
し
そ
の
根
球
は
同
じ
で
な
い
。

は
く
「
外
圃
の
供
給
者
は
最
早

競
賓
す
る
必
要
は
な
い
。
彼
等
に
謝
す
る
割
首
自
室
は
、
如
何
な
る
事
情
の
下
に
於
て
も
確
保
さ
れ
て
ゐ
る
。
輸
入
獄
占
は
世
界
市
揚

債
絡
と
圏
内
債
格
と
の
相
遣
を
、
徐
刑
判
利
潤
(
出

H
E℃
3
2
F
)

と
し
て
自
ら
要
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
』
と
。
卸
ち
前
者
は
岡
山
内
輸
入
業

者
の
濁
占
を
主
と
し
・
後
者
は
外
岡
輪
出
染
者
の
調
占
を
主
と
し
て
、
考
察
し
て
ゐ
る
と
と
が
判
る
。

Z
Z
E
E
-
M
 氏
も
悶
様
に
濁

日
く
、
『
輸
入
割
蛍
制
は
従
来
の
需
要
を
充
た
す
に
必
要
友
供
給
の

そ
の
商
品
の
会
憾
の
供
給
は
減
少
し
、
園
内
生
産
は
一
の
濁
占
的
地
位
を
得
る
こ
と
九
な
り
、

そ
の
必
然
の
結
果
と
し
て
、
w
V
M

該
商
品
の
償
悩
騰
此
と
な
る
』

4

と
。
邸
ち
こ
L
A

で
は
主
と
し
て
凶
内
生
産
者
の
狽
占
が
問
題
と
な
っ

占
設
で
は
る
る
が
、
前
二
者
と
は
ま
た
そ
の
根
協
を
異
に
す
る

d

一
部
を
市
場
か
ら
取
り
去
る
か
ら
、

て
ゐ
る
。
ド
イ
ツ
自
由
経
消
政
策
協
舎
も
ま
た
之
と
同
様
に
、
園
内
生
産
者
の
猪
占
的
地
位
を
認
め
、
而
か
も
と
の
濁
占
は
相
封
的

日
〈
『
圏
内
生
産
は
そ
れ
に
よ
っ
て
一
の
濁
占
を
獲
得
し
、
そ
の
自
明
の
結
呆
と
し
亡
営

担
問
占
に
過
ぎ
友
い
こ
と
を
認
め
て
ゐ
る
。

乙

拙著、貿易統制の研究(第一巻)第一篇第七章参照
F. Eulenburg， Aussenh:mdel tmd Aus~enhande!spoli1tikJ' 1929， S. 172. 
A. Weber， Handels-lmd Verkehrspolitik， 1933， S. 442 
11. Neurn:mn， Die franzosische Kontingentierungspolitik seit dem Jahre 
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該
商
品
の
債
格
騰
貴
と
な
る
。
:
:
:
:
而
か
も
な
ほ
芥
々
は
、
協
入
制
作
川
制
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
相
創
的
。
濁
占
は
、
常
に
右
の
関

格
騰
貴
の
限
界
を
超
え
ん
と
す
る
危
険
に
曝
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
泊
』
と
。

右
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
く
、
等
し
く
濁
出
説
と
い
ふ
も
、
そ
の
意
味
に
は
種
々
の
も
の
を
直
別
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一

に
、
最
も
多
く
の
設
は
園
内
輪
入
浪
者
が
之
に
よ
っ
て
術
占
的
地
位
を
得
る
と
一
一
一
一
回
ふ
に
あ
る
が
、
併
し
一
定
の
陥
入
数
量
が
圏
内
の

輸
入
染
者
の
聞
に
別
賞
て
ら
れ
た
丈
け
で
、
直
ち
に
凋
占
を
成
立
せ
し
め
う
る
か
疑
問
で
あ
る
。
何
故
か
と
一
一
4
7
F
K
、
輸
入
業
者
の

敬
は
従
来
と
同
じ
く
多
放
に
競
立
し
て
仔
白
し
、
各
人
へ
の
判
川
品
川
一
一
旦
は
愉
人
の
最
古
同
限
度
を
示
し
た
も
の
忙
過
ぎ
注
い
か
ら
、
常
に

必
や
し
も
そ
れ
大
け
を
峨
ヘ
し
う
る
と
は
限
ら
や
、
主
た
寅
際
に
は
伶
人
柏
市
の
会
怖
を
刷
似
て
訓
ぺ
川
て
る
も
の
に
あ
ら
十
、
そ
の
一

部
を
山
由
保
し
て
新
規
問
主
有
ま
穴
は
業
務
拡
張
者
げ
れ
も
内
容
杭
を
許
す
か
ら
、
た
ピ
日
正
だ
け
を
以
勺
て
直
ち
に
輸
入
澗
占
制
が
成
立
す

る
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
檎
入
業
者
の
濁
占
と
い
ふ
言
葉
は
、
多
く
の
場
合
に
は
圏
内
需
要
者
に
封
す
る
濁
占
す
な
は
ち
針
内

的
調
占
の
意
味
に
用
び
ら
れ
る
が
、
圏
内
生
産
者
・
消
費
者
そ
の
他
の
中
間
活
要
者
は
、
何
れ
の
輸
入
明
記
者
よ
り
供
給
を
受
く
べ
き

か
は
全
く
自
由
で
あ
り
、

そ
の
聞
に
全
く
競
争
が
行
は
れ
な
い
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
た
U
昼
間
と
し
て
の
輸
入
許
可
量
が
平
常
輪

入
量
よ
り
も
著
し
〈
削
減
さ
れ
て
ゐ
る
揚
合
に
は
、

こ
の
対
守
は
事
賃
上
は
著
し
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
一
ザ
一
回
ふ
ま
で
も
な
い
。
輸
入

慣
例
占
は
ま
た
外
闘
に
対
す
る
需
要
の
濁
占
と
い
ふ
意
味
に
沿
い
て
も
考
へ
ら
れ
る
。
部
ち
外
同
へ
の
詑
丈
ま
た
は
賀
付
を
濁
占
的
に

行
ふ
封
外
的
調
占
こ
れ
で
あ
る
が
、
前
の
対
内
的
調
占
は
若
し
そ
れ
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
園
内
生
産
者
ま
た
は
消
究
者
に
と
り

有
害
で
あ
る
に
反
し
、
こ
の
針
外
的
凋
占
は
卒
る
そ
の
岡
氏
経
済
に
と
り
い
句
利
で
る
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
査
し
封
外
需
要
を
統
一
し

之
を
合
理
的
に
調
整
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
輸
入
剣
山
品
制
の
寅
施
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
こ
の
程
の
針
外
的
調
占
が
成
立

輸
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

第
四
十
四
巻

第
六
銃

四
七

四

Deutscher Bund fur freie Wirtschaftspolibk， Kontr.ngente 1933， S.工1.

K. Hafner， a. a. O. S. 205. 
s) 
6) 



輸
入
続
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
」
の
問
題

第
四
十
四
巻

ug 
i¥. 

第
六
銃

四

回

ナ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
荒
し
輸
入
業
者
は
到
営
て
ら
れ
た
る
最
大
限
度
ま
で
在
る
べ
ぐ
早
〈
輸
入
せ
ん
と
試
む
ペ
〈
、
更
に
留

保
制
w
V

同
量
ま
で
も
出
来
る
ピ
け
多
く
自
ら
輪
入
せ
ん
と
競
争
す
る
か
ら
で
あ
る
。

か
〈
の
如
ぐ
輸
入
恒
例
占
は
封
外
的
に
も
封
内
的
に

も
、
総
入
剣
山
品
制
か
ら
直
ち
に
成
立
す
る
も
の
で
は
左
い
。
た
ピ
併
し
之
を
自
然
に
放
任
す
れ
ば
、
市
叫
第
に
凋
占
の
方
向
に
向
っ
て

進
む
傾
向
は
、
之
を
否
定
し
仰
な
い
。
猟
占
設
や
一
採
ら
ざ
る
多
く
の
曲
学
者
も
ま
た
、

い。

と
の
傾
向
だ
け
は
之
を
斉
定
す
る
も
の
で
は
な

5
;
;
、
託
、
4

・-L
U
t
:
:

穿
こ
に
、
ザ
附

Ah-午
い
昨
市
じ
ま
宍

殺
段
の
主
張
す
る
が
灼
く
に
、
外
閣
愉
山
内
法
汚
の
術
ト
白
b
v
一
漏
ら

r
h
Nど
う
れ
、
数
授
に

づイ一
)2

従
へ
ば
『
外
図
の
供
給
者
は
目
以
早
競
買
ず
る
必
要
は
た
い
。
彼
等
に
針
す
芯
副
首
長
は
、
如
何
た
る
事
情
の
下
に
於
て
も
確
保
さ
れ

て
ゐ
る
一
一
と
見
る
。
た
る
ほ
ど
或
る
一
闘
を
会
館
と
し
て
見
る
時
は
、
そ
の
剣
山
田
量
は
既
に
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
割

首
量
は
如
何
段
る
場
合
に
も
必
や
そ
れ
丈
け
を
総
出
し
う
る
ん
し
言
ふ
絶
剖
査
で
は
友
〈
、
た
U
そ
の
最
高
限
度
を
定
め
た
も
の
に
過

f
c
た
い
か
ら
、
現
賓
の
数
日
瓦
は
必
や
し
も
そ
れ
に
建
し
う
る
と
は
限
九
段
い
。
従
っ
て
諮
問
聞
の
間
に
あ
る
べ
〈
早
く
そ
の
最
高
限
度

ま
で
輸
出
せ
ん
と
す
る
競
争
が
た
い
と
は
言
へ
た
い
。
俄
り
に
之
た
し
と
す
る
も
、
或
る
一
国
の
輸
出
業
者
は
多
数
に
存
在
す
る
か

ら
、
彼
等
の
聞
に
羽
内
的
制
設
の
行
は
れ
ざ
る
揚
A
n
は
勿
論
、
た
と
ひ
割
営
の
行
は
れ
る
揚
ム
ロ
で
も
、
外
岡
輸
出
業
者
の
聞
に
ゐ
け

る
競
争
の
全
く
排
除
さ
れ
ざ
る
こ
と
は
、
前
に
岡
内
輸
入
業
者
に
就
い
て
見
た
る
井
一
同
殺
で
あ
る
・
そ
れ
故
に
輪
入
割
官
制
は
た
官

そ
れ
だ
け
で
直
ち
に
外
園
輸
出
党
者
の
猫
占
を
成
立
せ
し
む
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

第
三
に
、
然
ら
ぽ

Z
Z
E
P
E
-
-
氏
の
主
張
す
る
が
如
く
、
同
内
生
産
者
の
聞
に
狽
占
を
成
J
A
せ
し
む
る
か
γ

お
か
、
左
る
ほ
ど
輸
入

数
量
を
凶
内
需
要
以
下
に
限
定
し
た
る
だ
け
は
、
川
間
内
生
産
者
に
到
し
て
一
定
数
量
の
市
場
を
料
保
し
て
は
ゐ
る
。
併
し
そ
れ
は
会

Kontingente， S. 19・ J.、I¥'ilden，StorungelO d.s Wdthandels， 1932， S. 23・
C. Haberlec. Der internationale Handel， 1933， ~::. 2~;8. 
DiLtlo， Liberale und planwirtschaftliche H".ndelspolitik， 1934， S. 95-96. 
K. Hafner" a.a. O. S. 221 
A. Weber， a. a. O. S. 442 8) 



慢
と
し
て
の
閣
内
生
産
者
に
到
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
多
数
の
生
産
者
に
到
す
る
生
木
町
割
前
の
行
は
れ
ざ
る
以
上
は

l
!こ
れ
は
既

に
凋
占
洲
織
で
あ
る
が

l
l生
可
者
聞
の
競
争
を
阻
止
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
一
時
的
に
は
却
つ
で
生
産
過
剰

の
現
象
さ
へ
現
は
れ
る
に
至
る
こ
と
は
、
多
〈
の
準
者
の
認
む
る
所
で
あ
る
句
そ
れ
放
に
輪
入
剣
山
一
品
制
ま
た
は
輸
入
制
限
が
、
直
ち

に
圏
内
生
産
者
の
濁
占
を
意
味
す
る
も
の
と
は
与
へ
ら
れ
た
い
。

か
く
の
如
く
聡
入
前
官
制
は
、
関
内
倫
入
業
者
に
闘
し
で
も
、
外
岡
輸
出
業
者
に
闘
し
で
も
、
ま
た
閣
内
生
産
者
に
闘
し
で
も
、

直
ち
に
滴
占
欣
態
を
成
立
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。
吾
#
は
此
の
貼
に
就
い
て
は
消
何
明
治
者
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
何
れ
の
場
合
で

も
、
濁
占
組
織
を
誘
致
す
る
に
都
合
よ
き
事
態
を
粛
ら
す
と
と
も
事
費
ヴ
あ
る

3

従
っ
て
之
を
自
然
に
放
任
す
る
に
於
で
は
‘

!iffJ 

h
f
i
-
-〉

i
:
i
l
'

刀収支
H
K
d怜
/
て
組
む
仰
が
之
と
と
之
は

1
1
-一二
i

i

'

T

I

-

-

i

-

h

:

1

1

l

i

:

・

i

i

1

一
刊
入
業
有

K
お
し
『
:
も
将

H
業
者
ド
ネ
し
v
て
も
ま
宍
四
四
件
生
産
者
ド
お
U
1
E一
戸
税

で
あ
る
。
而
し
て
前
述
の
如
く
倫
入
業
者
の
封
外
的
濁
占
を
除
い
て
は
、
何
れ
の
濁
占
も
図
民
終
滑
に
と
っ
て
有
害
?
あ
る
か
ら
、

国
家
の
政
策
と
し
て
は
猫
占
組
織
に
進
む
こ
と
を
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
そ
れ
は
必
要
で
あ
る
と
共
に
ま
た
可
能
で
も
る
る
と
考
へ

ら
れ
る
@

か
ぐ
し
て
輪
入
制
官
制
は
直
ち
に
調
占
を
意
味
し
た
い
と
す
れ
ば
、
謂
は
ゆ
る
制
首
利
得
が
濁
占
利
得
と
全
く
同
じ
で
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
併
し
ま
た
問
者
は
全
く
異
な
る
・
も
の
で
も
な
い
。
今
そ
の
異
同
に
つ
き
考
ふ
る
に
、

第
一
に
、
割
世
利
得
も
濁
占
利
得
色
何
れ
も
、
平
均
債
待
以
上
の
慎
侍
よ
り
生
や
る
特
別
利
得
ま
た
は
徐
剰
利
得
で
あ
る
。
濁
占

利
得
が
濁
占
償
格
よ
り
生
守
る
と
と
は
さ
一
日
ふ
ま
で
も
な
い
。
割
営
利
得
も
ま
た
検
入
制
営
制
ま
た
は
輸
入
制
限
の
結
果
と
し
で
引
上

げ
ら
れ
た
る
債
格
騰
古
よ
り
生
や
る
町
邸
ち
前
者
に
会
い
て
は
競
争
債
格
に
針
す
る
猫
占
領
俸
の
超
過
部
八
刀
打
け
が
濁
占
利
得
と
な

輪
入
統
制
に
伴
ふ
『
制
叶
川
剥
得
』
の
問
題

第
四
十
四
巻

一
二
四
九

第
六
鏡

J71l 

Z五

Kontin耳ente，S. 12-13 
K. Hafner. ，. a. O. S. 206. 
拙稿、轍入制限と幽内物慣との関係
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験
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

第
六
持

四

ー〆、

第
四
十
四
巻

五
O 

り
、
後
者
に
長
い
て
は
世
界
偵
格
に
到
す
る
閥
内
債
格
の
超
過
部
分
だ
け
が
剣
営
利
得
と
た
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
黙
に
h

嗣
い
で
雨

者
は
共
通
の
性
質
を
有
っ
て
ゐ
る
。

第
二
に
、
併
し
乍
ら
阿
者
の
異
な
る
所
は
、
そ
の
特
別
利
得
の
源
泉
と
た
る
債
格
が
、
何
に
よ
っ
て
資
さ
れ
た
か
の
臨
に
あ
る
。

調
占
利
得
の
加
来
と
し
て
の
狽
占
債
格
は
、
会
く
の
私
的
闇
悼
と
し
て
の
カ
ル
テ
ル
矧
納
そ
の
他
の
漏
出
帆
般
に
よ
っ
て
驚
ら
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
制
常
利
符
の
源
泉
と
し
て
の
聡
入
債
格
は
、
国
家
の
政
策
の
結
果
と
し
て
成
立
せ
る
も
の
で
あ
る

U

こ
L

に
阿

者
の
相
濯
な
認
め
ね
ば
な
ら
ね
。

最
後
に
、
輸
入
制
首
制
は
前
述
の
如
〈
之
を
自
然
に
放
任
す
れ
ば
、
調
占
制
織
に
進
ま
ん
と
す
る
傾
向
の
扱
い
も
の
守
あ
る
が
、

と
れ
が
若
し
も
澗
占
組
織
を
成
立
せ
し
め
た
、
と
す
れ
ば
、
割
営
利
得
は
狛
占
利
得
を
も
そ
の
中
に
匂
合
す
る
と
と
年
在
る
。

と
と
に

調
占
組
織
を
利
用
し
て
聡
入
剣
山
品
量
佐
樹
限
忙
ま
で
輪
入
せ
守
、
自
ら
輸
入
制
限
を
廷
す
と
と
に
土
。
て
、
そ
の
削
営
利
得
を
最
大

友
ら
し
め
ん
と
す
る
に
至
る
。
と
の
揚
合
に
は
そ
の
削
営
利
得
は
、
資
質
上
は
羽
山
利
得
と
本
来
の
削
川
市
川
利
得
と
の
二
部
分
よ
り
成

る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
お
。

四

割
嘗
利
得
と
関
税
収
入

割
営
利
得
は
一
方
に
は
調
占
利
得
と
闘
聯
す
る
と
共
に
、
他
方
に
は
関
税
牧
入
と
闘
聯
す
る
。
さ
き
に
輸
入
制
限
と
園
内
物
僚
と

の
闘
係
を
論
ぜ
る
揚
合
に
も
、
問
題
は
常
に
閥
税
と
の
劉
比
に
た
い
て
考
察
さ
れ
た
る
が
、
滋
で
も
ま
た
一
舷
は
関
税
と
の
闘
係
を

明
ら
か
に
し
て
泣
か
心
ば
た
ら
泊
。

K. Hãfner~ :l. a. O. S. 14-15 
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第
一
に
、
開
院
収
入
も
ま
た
内
外
債
格
差
を
源
泉
と
し
て
成
立
す
る
。

と
の
離
で
割
蛍
利
得
会
よ
び
務
占
利
得
と
同
様
で
あ
名
。

た
ピ
閲
枕
の
場
合
の
債
格
差
は
、

必
や
し
も
そ
れ
行
け
園
内
債
絡
を
高
め
た
結
果
と
は
限
ら
や
、
前
述
の
如
〈
開
校
が
全
部
内
柑
押
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ

rけ
園
内
債
格
は
高
ま
る
け
れ
ど
も
、
全
部
外
持
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
関
内
債
格
は
少
し
も
騰
貴
し
た
い
。

と
の
場
合
に
は
外
同
僚
格
は
そ
れ
だ
け
引
下
げ
ら
れ
る
か
ら
、
内
外
債
持
品
売
は
依
然
と
し
て
闘
税
の
一
両
さ
だ
け
本
有
し
、
そ
と
か
ら

関
税
牧
入
が
成
立
す
る
。
現
実
に
は
闘
枕
の
一
部
分
が
内
仰
さ
れ
て
そ
れ
だ
け
間
内
債
併
の
際
立
と
た
り
、

一
部
分
は
外
持
さ
れ
て

そ
れ
だ
け
外
閣
償
絡
を
引
下
げ
て
、
蝿
見
方
か
ら
闘
枕
に
相
山
一
日
同
す
る
だ
け
の
岡
山
怖
九
-
を
成
な
せ
し
む
る
場
合
が
寧
ろ
多
い
。

然
る
に
剣
山
引
利
得
は
一
向
f
つ
主
と
し
て
関
内
債
凶
惜
の
橋
氏
に
上
っ
て
成
立
す
る
。

絵
入
剣
山
品
制
ま
た
は
総
入
制
限
は

割
門
仰
い
帆
桁
を

日
リ

I
K
』

I

，-
1
4
i
-
L
J
L
I
F
-
-
h
F、
戸

L
見
f
さ
ト
F
J
K
J
，、
J
ミ

〉

、

正
巾
叫

J
0
4
2
J』
巴
川

R
k
g主
A
Y
2
7
4一I」
炉
汀
法
斗

k
l
‘5

2
予

L
t
v

ゴ

通

〉

H
1
1
b
〉
一
主
J
K
Y
一
ヲ
ヘ
一
四
ノ
手
一
E
1
〉

?
η
r
E
工
で
:
芹

J

2

Z
北
千

1
1ノ
点
い
十

U
F
づ

y
z
F
L一
=
τ
p
i
z
T
R
L
d
l
-
L
Z
L
お

L

現
買
に
は
そ
の
た
め
に
悲
き
な
と
さ
れ
る
世
界
市
揚
の
需
要
減
退
は
相
羽
的
に
僅
少
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
は
世
界
債
格
の
下
落
は

考
へ
ら
れ
左
い
。
従
っ
て
主
と
し
て
岡
内
倒
的
情
の
騰
貴
し
た
ピ
け
が
、
判
例
営
利
得
を
成
立
せ
し

b
る
と
と
a
h

な
る
。

こ
の
駈
陀
於
て

等
し
〈
内
外
の
債
格
差
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
言
つ
で
も
、
関
税
収
入
の
揚
合
と
は
多
少
そ
の
趣
を
具
に
す
る
。

第
二
に
、
闘
税
の
場
合
に
は
内
外
債
格
差
に
相
営
す
る
だ
け
の
牧
入
を
岡
家
に
資
ら
す
こ
と
L
た
る
が
、
創
設
利
得
は
そ
れ

rけ

を
民
開
業
者
の
利
得
た
ら
し
む
る
に
止
ま
り
、
間
席
に
針
し
で
は
何
も
の
を
も
資
ら
さ
泣
い
の
み
た
ら
十
、
却
っ
て
輸
入
刻
営
制
の

貸
施
の
た
め
に
岡
家
の
経
費
を
加
重
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
黙
に
於
で
雨
者
は
最
も
著
し
き
相
還
を
一
不
し
、
多
〈
の
聞
常
者
に
よ
っ

て
指
摘
せ
ら
る
ミ
鞘
で
あ
る
九
例
へ
ば
」
号
。
C
2
教
授
は
言
ふ
、
『
輸
入
剣
山
品
制
は
閲
庫
に
謝
し
て
何
も
の
を
も
鷲
ら
さ
や
し
て
、
却

っ
て
著
し
く
之
に
負
捲
を
か
け
る
。
そ
れ
は
費
用
に
無
関
心
た
官
僚
的
機
構
に
よ
っ
て
途
行
き
れ
る
か
ら
で
あ
る
』
と
。

輸
入
統
制
に
仲
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

王L

第
四
十
四
巻

第
六
披

四
七

Kontingente， :l. a. O. S. 18-zo. 
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職
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
合
利
得
』
の
問
題

第
四
十
回
答

五

第
六
時
酢

四
ノL

第
三
に
、
関
税
収
入
に
相
首
す
る

rけ
の
負
携
は
、
現
賓
に
は
主
と
し
て
園
内
の
消
費
者
|

i生
産
的
な
ら
び
に
個
人
的
消
究
者

に
臨
す
る
が
、
併
し
必
中
し
も
之
に
限
ら
や
、
関
税
の
外
斡
さ
れ
た
る
だ
け
は
、
外
国
生
産
者
に
よ
っ
て
も
負
推
さ
れ
る
。
輸
入
割

営
制
の
下
で
は
uM惑
の
如
く
主
と
し
て
圏
内
偵
併
の
勝
賞
に
よ
っ
て
の
み
債
格
差
を
生
中
る
け
れ
ど
も
、
併
し
そ
の
騰
貴
部
分
の
全

部
が
圏
内
輸
入
業
ι刊
に
よ
っ
て
利
得
せ
ら
る
L
と
は
限
ら
や
、
そ
の
一
部
は
外
図
輸
出
求
者
に
よ
っ
て
も
利
得
せ
ら
る
L

乙
と
与
な

る
。
こ
の
貼
に
た
い
℃
闘
枇
収
入
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
外
岡
人
に
上
っ
て
負
捲
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
と
同
巳
く
、
制
営
利
得
。
一

p
h
v
:
t
ト
j
h
h
一石川
V

}

、

L

片
求
。
参
わ
H

1

7

至
合
同

tL

れ
剥
人
心
よ
っ
て
引
当
世
ら
h
川
町
む
と
主
も
あ
わ
り
る
。

WIJ 

;FIJ 

ìll~ 
H~I 
t~j 

1) 

aる

剣
山
商
利
得
が
園
内
総
入
業
宥
と
外
図
輸
出
業
者
と
の
聞
に
、
如
何
に

4

分
配
さ
る
べ
き
か
は
、
理
論
的
に
論
断
す
る
と
と
は
出
来
左

ぃ
。
口
出
司
凶
作
『
氏
も
一
一
昌
ふ
、
『
こ
の
「
濁
占
利
得
」
が
現
貫
に
誰
に
蹄
す
る
か
、
輸
入
業
者
に
か
輸
出
業
者
に
か
、
或
は
前
者
に
卒
等
に

か
、
ま
た
如
何
怠
る
割
合
に
沿
い
て
か
は
、
経
済
現
論
の
援
助
を
も
っ
て
は
、
何
と
と
も
一
一
一
日
ひ
得
な
い
。
四
時
論
的
に
決
定
さ
れ
う
る

乙
止
は
、
た
ピ
関
内
治
上
ぴ
岡
外
に
む
け
る
均
衡
偵
絡
友
ら
び
に
偵
絡
昌
宏
に
過
ぎ
た
い
。
開
税
収
入
に
町
一
敵
す
る
制
作
同
利
得
の
明
搬

な
帰
属
は
不
可
能
で

b
る
。
之
に
劃
し
て
決
定
的
な
も
の
は
、
個
々
の
取
引
設
事
者
の
「
取
引
技
巧
」
に
あ
私
』
と
。
印
ち
取
引
態
度

の
強
き
方
が
、
自
ら
の
債
格
を
引
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
割
首
利
得
の
分
配
を
有
利
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
取
引
態
度

の
強
弱
如
何
は
、
自
由
経
済
に
あ
っ
て
は
需
給
闘
係
如
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
然
ら
ざ
る
揚
合
は
濁
占
の
程
度
如
何
に
よ
っ

τ決

さ
れ
る
。
例
へ
ば
外
園
輸
出
業
者
が
完
全
な
競
争
欣
態
に
る
る
に
反
し
、
園
内
総
入
業
者
が
霊
同
友
狗
占
欣
態
に
る
る
揚
合
に
は
、

債
格
騰
貴
は
主
と
し
て
園
内
に
た
い
て
起
り
、
従
っ
て
剖
蛍
利
得
の
大
部
分
は
園
内
総
入
染
者
の
千
に
蹄
す
る
に
反
し
、
反
針
の
事

情
に
る
る
揚
合
に
は
、
問
山
格
騰
貴
は
輸
出
固
に
た
い
て
起
り
、
従
っ
て
剣
山
口
同
利
得
の
大
部
分
は
外
国
検
出
業
者
の
千
に
腕
す
る
で
あ

K. Hrtfner， a. a. O. S.坦 64) 
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第
四
に
、
関
税
に
代
置
さ
れ
た
る
制
営
制
の
下
で
は
、
恰
か
も
関
税
収
入
に
相
賞
す
る
部
分
す
左
は
ち
前
掲
闘
表
k

h
け
る
正
方

形

r
v
y
Tを
、
割
営
利
得
と
し
て
民
開
業
者
の
千
に
蹄
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
闘
稔
と
併
置
さ
れ
た
る
割
営
制
の
下
陀
あ
っ

て
は
・
関
税
牧
入
と
刻
営
利
得
は
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
か
、

こ
の
揚
合
に
は
内
外
の
債
格
差
は
前
述
の
如
〈
閥
役
よ
り
来
る
部
分

と
割
官
制
よ
り
来
る
部
分
と
の
合
計
よ
り
成
る
か
ら
、

こ
の
債
格
差
を
源
泉
と
し
て
成
立
す
る
表
面
の
割
嘗
利
得
は
、
闘
税
牧
入
に

属
す
る
分
だ
け
増
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
固
有
の
剖
営
利
得
と
閥
枕
牧
入
と
は
合
醐
醒
し
て
現
は
れ
る
。
而
し
で
内
外
の
債
格
師
団

動
の
結
果

2
し
て
、
民
俗
差
が
縮
少
し
て
関
税
の
高
さ
と
一
致
す
る
に
至
れ
ば
、
そ
と
に
は
刻
賞
利
得
は
残
存
せ
十
し
て
全
部
は
閥

税
枚
入
と
た
い
り
、
反
到
に
関
山
畑
北
却
の
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
割
営
利
得
は
増
大
す
る
こ
と
L

な
る
ロ

す
で
に
関
税
と
割
前
制
と
の
併

置
を
前
提
す
る
以
上
は
、
少
〈
と
ち
均
衡
状
態
に
な
い
て
は
、
関
税
牧
入
L
L
湖
営
利
得
と
の
併
存
す
る
と
と
を
認
め
ね
ば
た
ら
ぬ
。

か
く
の
如
〈
閥
稔
牧
入
と
創
蛍
利
得
と
は
、
互
に
関
聯
し
て
而
か
も
多
く
の
類
似
鮪
と
相
違
瓢
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
就
中

一
は
同
席
に
牧
入
を
賀
ら
ず
に
反
し
、
他
は
私
人
の
特
別
利
得
を
保
詮
す
る
と
い
ふ
相
違
は
、
最
も
著
し
く
人
の
注
意
を
窓
〈
乙
と

h
な
り
、
こ

L
か
ら
割
営
利
得
に
封
ず
る
種
々
の
剖
策
の
考
究
と
な
り
、
進
ん
で
は
園
出
来
に
よ
る
輸
入
濁
占
制
ま
で
も
論
ぜ
ら
る
L

こ
と
L
な
っ
た
。

五

割
嘗
利
得
に
闘
す
る
劃
質

割
営
利
得
は
前
漣
の
如
く
必
や
し
も
凋
占
利
得
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。

一
は
園
家
の
貿
易
政
策
の
結
果
止
し
て
成
立
し
、

輸
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
白
問
題

一
二
王
三

第
四
十
四
巻

第
六
銭

四
九
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輸
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

第
四
十
四
巻

一
二
五
四

第
六
銃

主
O 

私
的
関
憶
の
一
皆
利
政
策
の
結
果
と
し
て
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
左
が
ら
商
品
債
格
が
特
別
に
騰
賞
し
た
矯
め
に
、
そ
の
部
分

が
特
別
利
得
と
し
て
業
者
の
手
に
腕
す
る
と
言
ふ
貼
で
は
同
一
で
る
る
。

而
し
て
弱
点
組
織
に
よ
る
カ
ル
テ
ル
倍
、
格
治
よ
ぴ
澗
占
利
得
に
劃
し
て
は
、
従
来
と
い
へ
ど
も
岡
家
は
決
し
て
之
を
放
任
し
た
わ

け
で
は
た
い
。
た

r
閥
次
の
カ
ル
テ
ル
政
党
も
、
他
の
多
く
の
政
策
と
同
じ
〈
、

そ
の
時
代
の
欣
勢
と
と
に
景
気
質
動
の
段
階
如
何

に
よ
勺
で
、
著
し
く
異
た
る
所
が
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
υ

例
へ
は
一
九

O
O年
以
後
一
九
一
四
年
に
至
る
財
界
執
争
前
の
時
代
に
は
.

大
憾
に
お
い
て
物
慣
騰
貴
・
景
気
向
上
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
闘
家
の
カ
ル
テ
凡
政
党
り
主
と
し
て
そ
の
糾
毘
政
此
止
を
採
っ
た
。

然
る
に
世
界
戦
後
の
永
続
的
不
況
と
一
九
三

O
年
以
後
の
世
界
恐
慌
の
時
代
に
は
、
物
債
の
暴
落
を
防
止
し
産
業
の
砂
綻
を
救
桝
す

る
震
に
、
凶
家
は
等
ろ
カ
ル
テ
ル
焚
闘
政
策
を
採
る
と
と
L
友
っ
た
。
吾
国
の
重
要
産
業
統
制
法
そ
の
他
の
産
業
統
制
に
闘
す
る
諸

法
制
は
、
主
と
し
て
此
の
時
代
の
産
物
で
あ
り
、
従
っ
て
寅
質
的
に
は
カ
ル
テ
ル
奨
働
策
で
あ
り
、
調
占
利
得
そ
黙
認
す
る
も
の
で

あ
る
。
尤
も
こ
の
時
代
に
は
形
式
的
に
は
凋
占
債
格
で
は
あ
っ
て
も
、
賓
質
的
に
は
著
大
な
濁
占
利
得
を
獲
得
し
ろ
る
も
の
で
は
た

い
か
ら
、
猫
占
に
作
ム
寛
容
は
何
ら
著
し
き
も
の
で
は
た
く
、
そ
の
放
に
乙
そ
政
府
も
関
民
も
狛
占
奨
励
を
敢
て
怪
し
む
に
至
ら
友

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
世
界
恐
慌
の
打
開
さ
る
与
と
共
に
、
統
制
経
済
は
消
極
的
な
恐
慌
封
策
か
ら
、
積
極
的
た
準
戦
針
策

陀
特
換
し
、
そ
れ
と
共
に
物
債
総
武
・
景
気
向
上
の
時
代
に
入
っ
た
今
日
で
は
、

カ
ル
テ
ル
政
策
ま
た
は
物
債
割
策
は
慈
に
一
六
特

換
を
し
て
、
凋
占
組
織
の
抑
歴
と
カ
ル
テ
ル
債
格
の
統
制
に
乗
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
問
題
の
凋
占
利
得
に
針
し
で
も
、
今
日

の
時
代
は
強
く
之
を
抑
制
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
今
日
の
物
償
騰
貴
は
主
と
し
て
カ
ル
テ
ル
債
格
を
中
心
に
惹
き
治
こ
さ
れ
て
ゐ
る

以
上
は
、
そ
の
上
に
成
立
せ
る
猫
占
利
得
に
封
し
て
は
、
今
日
は
最
も
徹
底
的
た
批
判
と
針
策
の
加
へ
ら
る
ぺ
き
時
代
で
る
る
。



然
る
に
制
営
利
得
は
濁
占
利
得
よ
り
も
更
に
強
き
意
味
に
沿
い
て
、
闘
家
の
政
策
の
刻
家
と
た
ら
ね
ば
怒
ら
向
。
何
と
左
れ
ば
相
側

占
利
得
は
兎
も
角
そ
の
業
者
側
の
努
力
の
結
果
と
言
へ
る
。
た
ピ
そ
の
結
果
が
図
民
経
済
上
ま
た
は
岡
民
生
活
上
に
有
害
な
る
影
響

を
興
ふ
る
揚
合
に
、
之
を
抑
毘
し
禁
止
す
る
と
一
言
ふ
に
過
ぎ
友
い
。
然
る
に
剣
山
口
M
利
得
は
何
ら
業
者
側
の
努
力
陀
上
ら
や
、
金
〈
園

家
政
策
に
よ
る
輸
入
制
限
の
結
果
と
し
て
、
必
然
に
利
得
じ
得
ら
る
L
も
の
で
あ
る
。

と
の
意
味
に
沿
い
て
一
程
の
不
券
利
得
と
い

ふ
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
図
家
は
之
に
到
し
て
徒
ら
に
個
人
の
利
得
に
放
任
す
ぺ
き
で
は
左
く
、
何
ら
か
の
針
策
を
講
ぜ
ね
ば
友

ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

-
Z
P
2
氏
も
言
ふ
、
『
輸
入
制
山
口
同
制
の
主
要
及
訣
陥
は
、
特
様
づ
け
ら
れ
売
輸
入
商
人
ま
た
は
外

関
輸
出
向
人
の
千
に
必
然
に
何
回
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
剖
常
利
得
に
あ
る
。

と
の
利
得
を
完
全
に
附
府
に
川
町
唱
牧
納
せ
し
め
得
る
減
wM
た
諜

私t
C) 
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目』

割
お
利
得
に
封
ず
る
政
策
は
、

お
よ
そ
三
つ
の
芳
一
向
に
考
〈
ら
れ
る
。
第
一
は
、
右
の
出
u
F
2
氏
の
」
昭
一
不
K
も
あ
る
如
〈
、
之

に
課
税
す
る
と
と
に
よ
っ
℃
、
制
首
利
得
を
関
庫
に
師
属
せ
し
む
る
方
法
で
あ
る
。

こ
れ
は
確
か
に
根
擦
が
あ
る
。
何
と
左
れ
ば
図

家
の
政
策
の
直
接
の
結
果
と
し
て
得
ら
る
h
h

特
別
利
得
は
、
営
然
に
岡
市
耳
目
に
腕
属
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
之
を
徴
課
す
る
方
法
と
し
て
、
関
税
を
課
す
る
と
せ
ば
、
前
湛
の
如
〈
更
に
債
格
を
そ
れ

rけ
上
げ
し
む
る
だ
け
で
、
剣
山
品

利
得
は
依
然
と
し
て
残
存
す
る
。
そ
れ
故
に
寄
際
忙
は
特
別
利
得
税
の
如
き
形
式
を
採
り
、
内
外
債
格
差
を
算
定
し
て
徴
牧
ず
る
か
、

ま
た
は
多
く
の
図
に
行
は
る
L
如
く
、
商
品
別
に
規
定
さ
れ
た
る
手
数
料
の
形
に
沿
い
て
徴
散
す
る
と
と
も
出
来
る
仇
何
れ
の
揚
合

或
に
も
重
要
な
る
こ
と
は
、
之
を
闘
庫
の
一
般
牧
入
と
す
る
こ
と
友
く
、
別
注
積
立
の
方
法
に
上
っ
て
貿
易
政
策
主
に
利
用
し
う
る

の
塗
を
読
や
る
に
あ
る
。
例
へ
ば
之
を
以
っ
て
輪
出
奨
励
金
に
充
賞
す
る
が
如
き
是
で
る
る
。

議
入
統
制
に
伴
ふ
『
割
常
利
得
』
の
問
題

第
四
十
四
巻

一
二
五
五

第
六
競
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輪
入
統
制
に
仲
↓
司
割
訊
別
得
』
の
問
題

一
二
五
六

第
六
銃

五

第
四
十
四
容

第
二
の
方
法
は
、
か
〈
の
如
く
制
蛍
利
得
b
t
成
立
せ
し
め
た
る
後
に
之
に
針
す
る
庭
置
を
詩
や
る
代
り
に
、
出
血
守
ろ
遡
っ
て
剖
首
利

得
を
成
立
せ
し
め
ざ
る
の
方
策
を
譲
歩
る
に
あ
る
。
邸
ち
債
格
統
制
に
よ
っ
て
、
内
外
債
格
差
を
常
に
一
定
程
度
以
内
に
止
ま
ら
し

む
る
た
ら
ば
、
割
首
利
得
は
成
立
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
バ
タ
ー
に
針
し
て
、
仕
入
慣
格
お
よ
び
販

資
債
格
を
規
定
せ
る
が
如
き
走
れ
?
あ
る

0
5

現
論
的
に
は
此
の
方
法
を
長
良
と
す
る
。
蓋
し
之
に
よ
っ
て
輸
入
制
限
よ
り
来
る
債
格

騰
究
主
抑
制
1
M

亡
、
岡
足
経
消
給
よ
び
同
尺
生
活
へ
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
影
響
を
阻
止
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
た
ピ
問
題
は
そ
の
償

格
統
制
が
よ
く
却
想
的
に
賞
現
さ
れ
う
る
か
に
あ
る
。
ま
た
技
術
酌
に
は
世
界
償
絡
ま
穴
は
外
劃
仮
払
r
k
恥
劃
す
る
国
約
仮
特
の

T
1

ヂ
ン
を
、
如
何
た
る
程
度
に
認
む
る
か
も
問
題
で
あ
る
。
更
に
ま
た
総
入
制
営
制
が
恐
慌
針
策
ま
た
は
準
戦
針
策
よ
り
圏
内
生
産
の

増
加
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
、
圏
内
生
産
の
成
立
し
う
る
程
度
に
ま
で
債
格
の
騰
貴
す
る
を
認
め
ね
ば
た
ら
お
乙
と
も
b
り
得
る

で
あ
ら
う
。

第
三
に
、
輸
入
剣
蛍
制
そ
の
も
の
は
何
ら
狽
占
を
意
味
す
る
も
の
で
は
た
い
が
、
併
し
之
を
自
然
に
放
任
寸
れ
ば
、
担
制
占
に
進
む

傾
向
の
る
る
と
と
は
前
に
指
摘
せ
る
所
で
あ
る
。
若
し
も
猫
占
組
織
に
進
む
な
ら
ば
、

そ
の
力
を
悪
則
し
て
輸
入
制
静
岡
量
の
限
度
ま

で
輸
入
せ
や
、
現
賞
品
川
入
量
を
著
し
く
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
潤
占
利
得
を
高
め
ん
と
す
る
に
至
る
。
こ
の
揚
合
に
は
割
営
利

得
と
猪
占
利
得
は
合
成
さ
れ
て
、
そ
の
然
害
を
二
重
に
す
る
と
と
L

た
る
か
ら
、
之
に
劃
し
で
は
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
、
相
側
占

組
織
に
進
む
こ
と
を
紫
遜
せ
ね
ば
友
ら
ね
。
例
へ
ば
輸
入
割
常
制
の
下
に
輸
入
さ
れ
た
る
商
品
に
針
し
て
は
、
そ
の
債
絡
協
定
を
禁

止
し
、
ま
た
は
同
じ
商
品
に
封
ず
る
慣
絡
公
定
制
を
貸
施
す
る
が
如
き
是
で
あ
る
。

最
後
に
、
剣
山
品
利
得
に
つ
き
以
上
に
考
察
す
る
所
は
、
何
れ
も
一
車
位
の
商
品
に
闘
す
る
個
別
的
考
察
に
過
ぎ
も
な
い
、
商
口
問
一
草
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位
に
つ
き
成
立
す
る
剣
営
利
得
に
針
し
て
は
、
理
論
上
こ
れ
を
線
て
園
庫
に
徴
牧
し
う
る
根
崎
慨
は
十
分
に
あ
る
。
併
し
な
が
ら
此
の

抽
象
理
論
を
そ
の
ま
誌
に
寅
践
に
移
す
と
と
は
、
少
く
と
も
過
渡
的
に
は
隠
蛍
で
泣
い
。
何
故
か
と
言
ふ
に
、
現
賞
の
輸
入
商
人
は

綿
て
一
定
の
数
量
に
た
い
て
経
替
し
つ
土
る
る
か
ら
、
輸
入
割
賞
制
の
賓
施
に
よ
っ
て
俄
り
に
商
品
単
位
の
利
得
は
前
惑
の
如
く
増

取
扱
数
量
が
著
し
〈
減
退
す
る
時
は
、
全
鱒
と
し
て
の
経
管
利
得
は
却
っ
て
減
退
す
る
と
と
す
ら
あ
り
得
る
。

加
し
た
と
し
て
も
、

こ
の
揚
合
に
単
位
利
得
か
ら
割
出
し
た
る
剖
首
利
得
を
総
て
園
庫
民
蹄
属
せ
し
む
る
こ
と
は
合
理
的
で
は
な
い
。
割
営
利
得
に
針
す

る
政
策
を
講
や
る
に
常
つ
て
は
、

こ
の
鈷
を
十
分
陀
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
そ
の
意
味
は
併
し
注
が
ら
之
に
闘
す
る
針
策
を
全

商
的
に
否
定
す
る
意
味
で
は
た
く
、
ま
た
永
続
的
忙
此
の
考
慮
を
必
要
と
す
る
司
わ
け
で
も
左
い
。
少
〈
と
も
一
時
的
ま
た
は
温
渡
的

K
、
貿
易
業
者
が
そ
の
経
訟
を
新
事
態
に
趨
膝
せ
し
む
る
に
五
る
ま
で
の
聞
は
。
割
営
利
相
刊
の

一
部
に
勺
き
此
の
献
花
関
す
る
考
慮

を
必
要
と
す
る
ム
」
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
(
一
二
・
五
・
一
五
)

職
入
統
制
に
伴
ふ
弓
割
常
利
得
』
0

問
題
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四
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六
抗

王L
エ

五
七

Kontingente， S. 19・6) 


